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高浜発電所２号機　発電機水素ガス冷却器冷却水系統のドレン配管付根からの漏れの原因と対策
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ドレン配管 外面からの浸透探傷試験
有意な浸透指示模様

ドレン配管 内面からの浸透探傷試験

点検（観察結果）

【ドレン配管の仕様】
外径：約２５ｍｍ、肉厚３．４mm
材質：炭素鋼

破面観察の結果

（倍率：1５００倍）腐食生成物（錆） ドレン配管
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疲労破壊の特徴である
ストライエーション状模様（縞状模様）

破壊の起点部

漏れ箇所
（ドレン配管付根付近）
約０．８ﾘｯﾄﾙ／分
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約２６ｍｍ

深さ：約2.4mm
 幅 ：約3mm

：冷却水の流れ
 冷却水温度：約２９℃
 供給圧力：約０．７MPa
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推定原因

推定メカニズム
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水素ガス冷却器 固定子振動成分
１２０Ｈｚ

（製作図上は1,450mm）

・製作図と比較して
６０ｍｍ下方に取付
・ドレン弁の改造を
実施

1,390mm
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固有振動数
１１９．６Ｈｚ

共振が発生
（発生応力２３ＭＰａ）

共振により疲労き裂が進展
空洞部が疲労き裂が
進展する状態まで拡大 当該ドレン管

外周面にき裂
が貫通した

ドレン配管設置時
（昭和５０年）

昭和５８年　弁取付方法変更（ねじ込み式→フランジ
式）により共振が発生
　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　運転中溶接部に２３ＭＰａの繰返応力が作用

当該ドレン配管の冷却水
入口配管への接続を設計
より約６０mm下方に接続

溶接欠陥（空洞）
が発生
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【工事前】 【工事後（予定）】
あて板
【仕様】
　ｻｲｽﾞ:200mm×320mm
　厚さ:9mm

あて板に管台を取り付け、
ドレン配管を差し込み溶接
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配管サポート

漏えい発生箇所

２次系冷却水
クーラから

運転に伴い、
腐食が発生し、
進展

点検補修履歴調査と振動計測結果

【工事前】

固有振動数
１１９．６Ｈｚ固有振動数

１０４Ｈｚ

【工事後】

フランジ

フランジ式

溶接

フランジ

ネジ込み式

ドレン配管

弁

弁

ドレン配管

昭和５８年
弁取付方法変更

ねじ込み式
フランジ式
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60mm下方
取付
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製作図どおり
取付されてい
た場合
１０８Hz
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